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　 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク（ 図 1） に お い て
Frequencyが 60以上だった単語は「人」「キャ
ンプ」「キャンピング」「感じる」「班」「学ぶ」
であった。頻出語（表 2）の上位 8位までと比
較すると「思う」「自分」という語が共起ネッ
トワークには反映されていなかった。「思う」
という語については，分析対象がレポートであ
り非常に多くの場面で「思う」という語が使わ
れていたために頻出語で 1位であったが，他の
語との強い結びつきはみられなかった。「自分」
という語について，「自分で考え工夫していく
ことで（略）」「自分にはできないと思っていま
しが（略）」「自分の体力のなさを実感しました」
など，レポートには新たな自己理解に関する記
述が多く記載されていた。しかしその内容は多
岐に及んでいたため，特に強い結びつきを示す
語がなく共起ネットワークには反映されなかっ
た。
　「学ぶ」に関しては，「キャンプを通して学び
得たことは（略）」「私がこの授業を通して学ん
だことは（略）」「キャンピングの授業を通して
様々なことを学ぶことができた」という使われ
方が多く，学んだ内容は様々であったため，他
表 2　頻出語（上位 100位）
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の語との共起関係はみられなかった。
　「人」「班」について，本実習は班での活動を
基本としている。テント設営，野外料理，サイ
クリングなど，プログラムのほとんどが班のメ
ンバーとの協働・協力を要する活動内容であっ
た。そのために「班」および「人」に関する記
述が多く，記載内容については様々であった。。
　「感じる」は，「自然」と共起がみられ，レポー
トには「自然の素晴らしさを感じた」などの記
載が見られた。
　「キャンプ」は実習内容，「キャンピング」は
実習名であるため，使用頻度が高かった。
4.2 主観的な学びと捉えられる「知る」「大切」
「考える」について
　次に共起ネットワークに抽出された語のう
ち，主観的な学びと考えられる「知る」「大切」「考
える」について考察する。まず「知る」につい
ては，先述した「人」との共起が示されている。
レポートの記載内容を見ると，「知らない所属
の人ばかりで不安を抱いたが，多様性に価値が
あるとすぐに判明した」など，知らない人と一
緒にキャンプをすることへの不安及び，人間関
係に関する学びについての記述がみられた。
　「大切」は「自然や環境を大切にして生きる
ことの重要性は（略）」などの自然への気づき，
「コミュニケーションの大切さを学ぶことがで
きました」というコミュニケーションへの気づ
き，2つの共起が明らかになった。つまり自然
の大切さ及び，班員とのコミュニケーションの
大切さを学んだということであろう。
　「考える」はサイクリングにおいて班のメン
図 1　共起ネットワーク
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バーのこと，例えばペースなどを考えて走るこ
とが難しいという記述，集団行動の大切さを考
えさせられたという記述などがみられた。
　つまり「知る」「大切」「考える」という語は
いずれも，班員との関係性に関する新たな気づ
きや学びついての内容であった。
4.3　学習目標に関連した学びについて
　本実習では学習のねらいとして「安全」「知識」
「技術」「人間関係」「自然」「自分」というキー
ワードが挙げられている。「自然」「自分」に関
する学びは先に述べた。また人間関係について
は，班員との関係性に関する学びということで
上述した。
　「安全」「知識」「技術」という語について，
分析の結果としては明らかにならなかったが，
レポート中にはキャンプに関する「知識（頻出
語 105位）」「技術」を学んだという記載が見ら
れた。また「安全」という語が抽出されなかっ
たのは，正しい知識・技術が学べており安全に
実習が実施されていた証だと考えることができ
る。しかし，安全についてはこれに満足するこ
となく，今後も常に安全に対する配慮と指導を
行って行く必要があるだろう。
4.4　強い共起関係が抽出された語について
　最後に強い共起関係が見られたものについて
である。「火」と「起こす」は野外料理において，
火起こしから行う野外料理が印象的であったこ
と，またそこからの学びについて多くの記載が
あった。落ちている木を用いて火を起こすとい
う活動は現代生活の中においてはとても印象的
であり，重要な教育の機会となり得るのではな
いだろうか。
　「普段」と「生活」については，「普段の生活
の便利さ」に関する記述が多くみられた。これ
は，現代的な生活から離れ，自然の中で素朴な
生活を送ることで初めて気づくことであり，日
常生活に対して感謝の念を抱く学生が多くい
た。
　「乗る」は「自転車」と「マウンテンバイク」
の 2つに強い共起関係があった。これは本実習
のメインプログラムであるマウンテンバイクを
用いたサイクリングが印象的であったことを表
しており，先述した通りサイクリングを通した
人間関係や集団行動などの学びに繋がってい
る。
4.5　まとめ
　上記をまとめると，班員との人間関係につい
ての学び，自分に対する新たな発見などの自己
理解，この 2点に関する記載が多かった。本実
習は抽選で班を決定するためメンバーの所属は
バラバラであり，ほぼ初対面の状態で実習がス
タートする。キャンプ生活や各種プログラムを
通して新たな関係性を築いていく中で，人間関
係に関する学び，また自己に関する気づきを得
る学生が多いということであろう。
　次に，自然を感じ，大切に思うという学びが
多く見られた。学生は日常の現代的な生活から
離れて自然の中で素朴な生活を送ることで，自
然を感じ，その大切さに気づくとともに，日常
生活の利便性を再認識し，感謝の気持ちを抱い
ていた。
　本研究の結果に関連して，向後ら（2017）は
大学キャンプ実習における学生の学びを「自己
に関する学び」「他者との関わりに関する学び」
「生活・利便性・工夫」「キャンプ技能に関する
学び」「自然に関する学び」「身体・健康・生活
習慣」「その他」のカテゴリーに分類している。
またキャンプは野外教育の代表例であるが，野
外教育の目的は①地球・自然環境との関わり，
②周囲の出来事（他存在）との関わり，③その
人自身（自己：自分自身）との関わり，につい
て学ぶことであると述べられており（星野ら，
2011），これらは本研究結果を支持するもので
ある。
　強い共起関係がみられた，「火」と「起こす」
は火起こしという非日常的な体験として，「乗
る」と「自転車」「MTB」はメインプログラム
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として学生の印象に強く残っていた。そしてこ
れらの語にはたくさんの共起関係を見ることが
でき，その中にはキャンプ実習における学びも
含まれていた。つまり本研究では班での活動を
前提とし，火起こしから行う野外料理，達成が
困難でありストレスを伴うようなメインプログ
ラムが多くの学びにつながることが示唆され
た。
5．結論
　本研究の目的は，大学のキャンプ実習に参加
した学生の主観的な学びを明らかにすることで
あった。目的を明らかにするために，授業後に
提出されたレポートを対象とし，テキストマイ
ニングの方法を用いて分析を行った。その結
果，以下のことが明らかになった。
1． 「人」「班」「班員」「メンバー」に対する記
述が多く，その内容は他者理解および人間
関係に関する学びであった。
2． 本実習では特に，関係の浅いメンバーと多
くの時間や経験を共にすることで相互理
解，人間関係の深化，自己理解に繋がって
いた。
3． 自然の中で活動することにより，自然を感
じ，自然を大切にする気持ちを育み，日常
生活の利便性を再認識し，感謝の念を抱く
機会を提供していた。
4． 火起こしから行う野外料理，ストレスを伴
う達成困難なプログラムは参加者の印象に
強く残るとともに，教育の機会としての有
効性が示唆された。
今後の課題
　本研究は事例的な研究である。またキャンプ
は天候などの影響を強く受けるため，効果も変
化すると考えられる。今後も様々なキャンプに
おけるデータの蓄積が必要である。また，本研
究は大学体育としてのキャンプ実習の効果を検
討した。キャンプ実習独自の効果を明らかにす
るためには，他の種目との比較検討が必要であ
る。
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